
２０２４年度事業報告

２０２５年４月２２日
九州経済国際化推進機構



1.国際化戦略等の企画・立案

①機構事業策定のための検討会議の実施（2024年7～9月） ②国際関係イベント、海外展開支援関係機関からの情報の共有

5.投資促進＜外国企業誘致＞

◆九州・台湾経済交流・投資促進セミナー・・・・・・・・・・・・・・・・・ 時期を変更して実施予定
◆インダストリアルツアーin Kyushu・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   時期:2025年2月13日 開催地：宮崎県、鹿児島県

◆高度外国人材獲得・活躍推進セミナー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 時期:2024年10月・12月 開催地:九州内（オンライン）
◆高度外国人材活躍推進フォーラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 時期:2024年11月13日 開催地:大分県別府市（環黄海会議と同時開催）
◆高度外国人材活用支援事業（合同会社説明会）・・・・・・  時期:2024年11月22日  開催地:福岡市（ハイブリッド）

4.高度外国人材の獲得支援＜留学生等の活用＞

⑴アジア地域との経済交流事業
①中国及び韓国（環黄海地域等）との経済交流事業
◆第22回環黄海経済・技術交流会議 ・・・・・・・・・・・・・・・時期:2024年11月12～15日 開催地:大分県別府市

②アセアン、その他地域との経済交流事業
◆九州・タイ経済交流ウェビナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・時期: 2024年9月3日 オンライン開催

    ◆九州・ベトナム経済交流セミナー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・時期: 2025年2月14日 オンライン開催
◆九州・ベトナム経済交流ミッション派遣 ・・・・・・・・・・・・・・時期: 2025年3月4日～9日 開催地：ベトナム（ハノイ、ホーチミン 他）

 ◆九州・台湾経済交流事業(５．セミナー併催等)  ・・・・時期:  時期を変更して実施予定

⑵海外ビジネス・経済情報提供事業
◆海外展開支援セミナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・時期:2024年８月～2025年3月 開催地：九州内（ハイブリッドまたはオンライン）×4回

⑶海外販路開拓支援事業
◆本格焼酎・泡盛輸出促進ネットワーク・・・・・・・・・・・・・・・・・ 時期:2024年度 ３年間の活動の振り返り
◆九州産酒類日仏プロモーションツアー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 時期:2025年1月18日～24日   開催地:長崎県、熊本県、鹿児島県（対面）
◆九州産食品の海外販路開拓推進事業 ・・・・・・・・・・・・・・ 時期:通年 開催地:中国(香港等)、台湾、その他ASEAN地域、米国 等

２０２４年度  九州経済国際化推進機構事業

2.広報・情報発信＜九州地域の投資環境・海外展開情報＞

①ウェブサイトによる情報発信   
②広報資料による情報発信 PROFILE OF KYUSHU、ビジネスサポートブック・・・改訂
③海外ビジネスEXPOへの機構ブース出展 ・・・・・・・・・・・・・・ 時期:2024年9月10日 開催地：福岡市

3.経済交流＜経済交流を活用した海外展開支援＞
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1. 国際化戦略等の企画・立案

九州経済国際化推進機構事業策定のための検討会議

１．国際化戦略等の企画立案

・各事業について細やかでタイムリーな情報共有を希望

２．広報・情報発信

・本県の商談会、セミナー等の情報を掲載周知いただきたい

３．経済交流

・インドへの関心が高く、注力していきたい。情報提供希望。

４．高度人材の獲得支援

・企業ニーズについて情報提供をお願いしたい

５．投資促進

・九州台湾投資交流セミナーに関心があり、情報共有を希望 2

■開催：2024年 7月～９月初旬 ■開催方法：対面又はオンラインで実施

■参加者：各県・政令市担当者、JETRO貿易情報センター、事務局（九州経済産業局、九州経済連合会）

■実施機関：2024年 7月21日～8月25日 ■回答数：24機関

主な意見

設置の目的

アンケート実績

検討会議開催実績

➢機構事務局と個々の会員機関の「共通認識の醸成」および「連携体制を強化」し、会員相互の

「一体的な取組」を推進するべく、「事業策定検討会議」並びに「アンケート」を実施。

➢同会議では、次年度以降の国際化・海外展開支援等事業における連携案件を発掘するため、機構

事務局と各県・支援機関等が参加し、個別事業の連携実施の方向性に関する意見交換を行った。
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3. 経済交流（1）アジア地域との経済・産業交流事業 環黄海経済・技術交流会議

⚫九州では、2001年3月から、中国、韓国の中央政府や経済団体等とのパートナーシップのも
と、環黄海圏の経済交流の深化を図るため、「環黄海経済・技術交流会議」を開催。

⚫日中韓サミット等、政府間ハイレベル協議において、日中韓の地域間経済交流を持続するプ
ラットフォーム、重要な地方レベルの会議として、積極的な評価。

⚫第22回会議は、2024年11月12日～15日、大分県別府市で開催（九州では７年ぶりの対面開
催）。局長級の会合、本会議、ビジネスフォーラム等を開催し、自国内の取組や協力事例の
発表等を実施。

「環黄海エリア」
上海から大連、仁川から釜山に至る中国・韓国沿岸部及び九州からなる黄海を取り巻く地域経済エリア

第22回環黄海経済・技術交流会議（大分会合）概要

日時：2024年11月12日（火）～11月15日（金）
場所：大分県別府市
参加者数：約300名
（うち本会議参加者約200名）

【構成】

九州：

九州経済国際化推進機構（九州経済産業局､九州経済連合会）､自治体（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、福岡市、北九州市、
熊本市）､経済団体、大学、 民間企業 等 
韓国：
産業通商資源部、韓日経済協会、自治体（西海岸および南海岸地区地方政府（釜山広域市、大邱広域市、仁川広域市、光州広域市、大田広域市、蔚山広域市、
京畿道、江原道、忠清北道、忠清南道、全羅北道、全羅南道、慶尚北道、慶尚南道、済州特別自治道））、経済団体、大学、民間企業 等 
中国：

商務部、地方政府（六省三市（山東省、遼寧省、河北省、江蘇省、北京市、天津市、上海市、吉林省、広東省））、大学、民間企業 等 

政府間ハイレベル協議での積極的な評価
日中韓サミットや貿易大臣会合において評価されており、直近では以下のとおり。

◆ 第13回日中韓経済貿易大臣会合（2025年3月30日、韓国・ソウル）共
同メディア声明「我々は、引き続き地方レベルの協力を奨励し、環黄海経済・
技術交流会議を含む協力プラットフォームを強化する。」と言及。

【過去の開催状況】
第１回 2001年3月
日本（福岡県福岡市）
第２回 2002年10月
韓国（全羅北道全州市）
第３回 2003年9月
中国（山東省威海市）
第４回 2004年10月
日本（宮崎県宮崎市）
第５回 2005年11月
韓国（大田広域市）
第６回 2006年11月
中国（山東省日照市）
第７回 2007年11月
日本（熊本県熊本市）
第８回 2008年10月
韓国（仁川広域市）
第９回 2009年7月
中国（山東省煙台市）
第10回 2010年10月
日本（北九州市）
第11回 2011年11月
韓国（大田広域市）
第12回 2013年11月
中国（江蘇省連雲港市）
第13回 2014年11月
日本（長崎県佐世保市）
第14回 2015年11月
韓国（釜山広域市）
第15回 2016年7月
中国（江蘇省塩城市）
第16回 2017年11月
日本（鹿児島県鹿児島市）
第17回 2018年11月
韓国（全羅北道群山市）
第18回 2019年11月
中国（山東省済寧市）
第19回 2021年11月
日本（熊本市） ※オンライン

第20回 2022年11月
韓国（釜山広域市）※オンライン

第21回 2023年10月
中国（大連市）
第22回 2024年11月
日本（大分県別府市）

ビジネスフォーラムの様子 本会議の様子



3. 経済交流（1）アジア地域との経済・産業交流事業 タイとの経済交流事業
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⚫2012年11月に九州経済国際化推進機構はタイ投資委員会（BOI）とのMOUに署名し、その後ミッ
ション派遣や経済交流セミナーの開催など経済交流事業を進めてきたところ。

⚫2022年度、2023年度は、在福岡タイ王国総領事館等と連携して、近年タイ国内での高齢化の進展
に伴って需要の高まりを見せているヘルスケア産業分野に焦点を当て、ミッション派遣、受入れを
相互に実施。

⚫2024年度は、在福岡タイ王国総領事館やタイ投資委員会（BOI）など関係機関等との情報交換や
ヒアリング等を行うとともに、ヘルスケア関連機器・サービス等及び新たな産業分野での輸出促進
等を目的としたウェビナーを開催した。また、2025年度に計画している「九州・タイ経済交流
ミッション」に向けて、関係機関との情報交換を実施。

2024年度事業

ASEANウェビナー～ASEANの実像に迫る タイ・ヘ
ルスケア、 ASEAN・スタートアップを中心に～

タイの「高齢化」や「地方都市の成長可能性」に着
目し、「ASEANウェビナー」を開催した。

在タイ日本国大使館
 一等書記官（経済産業担当）沼尻 祐未 氏

開催時期： 2024年9月3日

開催場所：オンライン

参加者数：84名



3. 経済交流（1）アジア地域との経済・産業交流事業 ベトナムとの経済交流事業

⚫ 2009年2月に九州経済国際化推進機構はベトナム計画投資省とのMOUに署名。その後、相互に経済交流ミッション

を派遣して経済交流を進めてきたところ。

⚫ 2023年度は、2022年度のミッションで構築したネットワークを活用し、九州企業等の更なるベトナム進出及び食品

販路拡大を促進することを目的としたウェビナーを開催、九州企業のベトナムへの販路開拓を支援した。

⚫ 2024年度は、ベトナム計画投資省とのMOUや在福岡ベトナム社会主義共和国総領事館とのネットワークを活用し、

関係機関やベトナム地方都市（省）等と連携し、企業ニーズを踏まえたミッション派遣を行った。また、ミッション

事前説明会の開催に合わせて、最新のベトナム経済の概況や先行事例等を紹介するセミナーを開催した。

2024年度事業

九州・ベトナム経済交流ミッション2025

ハノイ、ホーチミン等において、ネットワーク構築を目的とし、ベトナ
ム政府機関への表敬や九州プロモーションセンター(K.P.C.)を活用した意
見交換会を実施。九州の知名度向上に向け、「ジャパン・ベトナム・
フェスティバル(JVF)2025」へ出展。また、ベトナム地方都市とのネッ
トワーク構築、ビジネスの可能性等について現地調査等を目的とし、ド
ンナイ省を訪問。

開催時期：2025年３月4日～9日

開催場所：ベトナム（ハノイ・ホーチミン・ドンナイ省 他）

団長：九州経済国際化推進機構会長（九州経済連合会会長）

参加者数：33名

九州・ベトナム経済交流セミナー2025

ミッション事前説明会の開催に合わせて、最新のベ
トナム経済の概況や先行事例等を紹介するセミナー
を開催。

開催時期： 2025年２月14日

開催場所： オンライン

参加者数： 58名

5首相府表敬

九州プロモーションセンター（K.P.C.）
センター長 ハー 氏

ハノイ市

ホーチミン市

ドンナイ省



日時：2025年3月12日 
14時00分～16時00分

形式：オンライン（参加者107名）
主催：九州経済産業局、

九州経済国際化推進機構、
一般社団法人九州経済連合会、
九州知的財産活用推進協議会、
独立行政法人日本貿易振興機構

（ジェトロ）福岡貿易情報センター、
独立行政法人中小企業基盤整備機構九州本部
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3. 経済交流（2）海外ビジネス・経済情報提供事業

海外展開支援セミナー

●企業の海外展開を支援するため、支援機関による販路開拓・知的財産等の支援施策の紹介、現地市
場等の基礎情報の提供や専門家による海外事業の実務に関する講演、企業等による海外展開事例の
紹介、個別相談等を盛り込んだ、企業の取組フェーズに応じたセミナーを8月～2025年3月の期間
で開催。

海外展開支援セミナーの開催計画

2024年度の開催実績及び予定

時期：2024年8月～2025年3月

場所：ハイブリッド又はオンライン、

全４回

知る・調べる
海外展開の目的の明確化

海外に進出する
海外の取引先・提携先等の開拓

STEP
１

STEP
２

計画する・準備する
国内での準備・計画策定

事業の安定・拡大
海外販路拡大・現地拠点設立

STEP
３

STEP
４

企業の取組フェーズ

〈海外展開支援施策説明会＆個別相談会in宮崎〉 〈ASEANウェビナー〉 〈海外ビジネスリスク

マネジメントセミナー〉

日時：2024年8月1日 13時～17時
形式：ハイブリッド(参加者69名)
主催：九州経済産業局、九州経済国際化推進機構、

一般社団法人九州経済連合会、
九州知的財産活用推進協議会

■共催：独立行政法人中小企業基盤整備機構九州本
部、独立行政法人日本貿易振興機構（ジェ
トロ）福岡貿易情報センター、宮崎県

日時：2024年9月3日 14時～17時
形式：オンライン(参加者84名)
主催：九州経済産業局、

九州経済国際化推進機構、
一般社団法人九州経済連合会、
九州知的財産活用推進協議会、
独立行政法人日本貿易振興機構

（ジェトロ）福岡貿易情報センター

日時：2024年10月30日 
13時30分～16時10分

形式：ハイブリッド（参加者84名）
主催：九州経済産業局、

日本機械輸出組合
九州経済国際化推進機構、
一般社団法人九州経済連合会、
九州知的財産活用推進協議会、

〈海外展開支援施策説明会〉
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3. 経済交流（3）海外販路開拓推進支援事業
九州産酒類日仏プロモーションツアー、本格焼酎・泡盛輸出促進ネットワーク

●2019年、日EU・EPA協定の発効を機に、単式蒸留焼酎の一升瓶等が輸出可能となったこと等を

きっかけに、フランスのKura Master日本酒コンクール審査員を九州に招聘する事業を開始。仏飲

食業界で影響力のあるトップソムリエ・バーマンを九州各地の蔵元に招き、視察やテイスティング

会等を通じて本格焼酎・泡盛の理解促進を図ってきたところ。2024年度も、オール九州で九州産

酒類のプロモーションを実施した(鹿児島県、熊本県、長崎県)。

●2021年5月、コロナ禍でスタートした「本格焼酎・泡盛輸出促進ネットワーク」は、これまで11

回に亘る焼酎輸出等に係るオンラインセミナーを開催し、会員相互の知見の共有を図ってきたとこ

ろ。2024年度は３年間の活動を振り返り、その結果を次年度セミナーを通じて共有予定。

関係蔵元 行政機関

企業・組合
団体等

商社・物
流・流通

EC関係
企業

本格焼酎・泡盛輸出促進ネットワーク
会員数：152 ※2025年3月21日時点

2．本格焼酎・泡盛輸出促進ネットワーク

○2024年度

3年間の活動の振り返りを実施

時期：2025年１月18日～24日

場所：鹿児島県(奄美大島・霧島市)・長崎県(壱岐市)
熊本県(人吉市)

概要：ソムリエ・バーマン・Kura Master運営事務局計10名
による蔵元視察、九州産酒類のティスティング、セミ
ナー講演

1．九州産酒類日仏プロモーションツアー



【各種フェア・バイヤー招聘】
・台湾「大潤發」ラーメンフェア（2024年５月…17商品396万円を輸出

・「イオン」カンボジア九州フェア（2024年11月…42商品141万円を輸出

・台湾「FALKEN」バイヤー招聘（2025年1月…6社現地視察、7社求評会参加

・「大潤發」日韓フェア（2025年4月)…21商品427万円を輸出

【情報発信・PR】
・ Food EXPO（2024年10月）…56名がセミナーに参加

・ FOOD STYLE Kyushu（2024年11月）…45名がセミナーに参加

・大分県主催「海外バイヤー(アメリカ・アジア等）招聘商談会（2025年1月）に

て 「食輸出協議会」の会員商社が参加

※イベントでは食輸出協議会での輸出経験から得た情報を発信

● 九州の食の輸出拡大に向けて、Earth戦略Ⅱにおいて「九州の食輸出プロジェクト」が登録されているところ。
（KPI:2025年・2,200億円の食輸出）

● 2024年度は「九州の食輸出協議会（地域商社プラットフォーム）」（事務局：九州経済連合会）と協働・
連携し、カンボジアでのイオン店舗、台湾大潤發、PPIH(米国)において九州フェアや、台湾FALKENの
バイヤー招聘等実施。

３．経済交流事業（3）海外販路開拓事業

九州産食品の海外販路開拓推進事業

2024年度の取組状況

「九州の食輸出協議会」
生産者と地域商社との共同輸出、地域商社共同による輸出取組のプラットフォーム
※会員商社：弓場貿易(株)、(株)ABC、九州農水産物直販(株)

福水商事(株)、トレードメディアジャパン(株)の５社

・輸出相談窓口、生産者の輸出スキル向上、生産者とのマッチング、共同での展示・
商談参加、共同輸送等の共同事業の実施。

連携

「九州の食の輸出推進チーム」
推進チーム構成機関の支援メニューを持ち寄り一気通貫で支援
※構成機関：九州農政局、福岡商工会議所、農林中金、農研機構

中小機構、ジェトロ福岡、九経連、九経局の8機関

•九州の食輸出協議会への生産者情報の提供、商談会等の場の提供。
•輸出を行う生産者の事業拡大・成長支援
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↑Food EXPO Kyushuでの
セミナー登壇

↑イオンカンボジア↑台湾大潤發（内湖店）

↑FALKENバイヤー招聘



高度外国人材獲得・活躍推進セミナー

時期：2024年10月10日・12月4日

場所：九州内（オンライン）

主催：九州経済産業局、九州経済連合会、九
州経済国際化推進機構 他

概要：高度外国人材獲得・活躍推進に向けた
支援事業の紹介、事例紹介等

参加者：10月10日 83名 12月4日 74名
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4. 高度外国人材の獲得支援＜留学生等の活用＞

高度外国人材活用支援事業（留学生のための合同会社説明会）
  高度外国人材獲得・活躍推進セミナー、高度外国人材活躍推進フォーラム

高度外国人材活用支援事業

（留学生のための合同会社説明会）

時期：2024年11月22日

場所：福岡市（ハイブリッド）

主催: 九州グローバル人材活用促進協議会、

    九州経済国際化推進機構、九州高度

 外国人材活躍地域コンソーシアム他

概要：企業の採用担当者との意見交換
オンラインによる出展企業の紹介

参加者：企業30社、留学生171名

（12月4日セミナーの案内）（合同企業説明会の様子）

高度外国人材活躍推進フォーラム

時期：2024年11月13日

場所：大分県別府市（環黄海経済・技

術交流会議と同時開催） 

主催：九州経済産業局、九州経済連合
会、九州経済国際化推進機構 他

概要：九州地域での高度外国人材の活
    用促進に向けた気運醸成のため、    

受入企業による事例紹介、留学生
によるプレゼンテーションを実施。

参加者：208名

⚫地域企業において、海外ビジネス拡大、イノベーション創出、新規事業展開等の経営課題の解決の
ためには、高度な技能や専門知識を持つ高度外国人材の獲得・活躍推進が方策の一つ。

⚫このため「九州グローバル人材活用促進協議会」、「九州高度外国人材活躍地域コンソーシアム」

等と連携して、九州企業と留学生の就職促進に向けた「留学生のための合同会社説明会」や「高度

外国人材獲得・活躍推進セミナー」、「高度外国人材活躍推進フォーラム」を開催し、地域企業の海外

展開・グローバル対応を支援。

（フォーラムの様子）



⚫ 九州・台湾経済交流・投資促進セミナー

 時期：時期を変更して実施予定

       形式：九州管内を予定

       主催：九州経済国際化推進機構、（一社）九州経済連合会、他

       対象：台湾企業、九州企業、自治体、関係団体 等

 概要：

協業・連携の可能性がある分野・テーマについて、

九州あるいは台湾における現状・取組等を紹介するとともに、

研究機関・企業等による特徴的な取組の紹介、協業・連携等の事例紹介を行う。
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5. 投資促進<外国企業誘致>

九州・台湾経済交流・投資促進セミナー

⚫九州地域は世界最大手の半導体ファウンドリの熊本進出を契機に、大きな注目を集めており、台湾
の半導体関連産業や金融機関等の九州への進出の動きがみられる等、九州と台湾との経済交流が進
展。

⚫こうした中、これまでは対台湾、対九州双方の投資促進を目的に、セミナー等を通じて投資環境や
投資支援策等について情報共有を行ってきた。今後は九州・台湾双方の市場や産業特性、ニーズ・
シーズ等を踏まえ、協業・連携の可能性のある分野・テーマを設定し経済交流事業を実施する。
※台湾側の都合により、時期を変更して実施予定。

【2024年３月「台湾・日本（九州）経済交流フォーラム2024」の様子】

（フォーラム登壇者）

（講演の様子）
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5. 投資促進＜外国企業誘致＞

インダストリアルツアー in Kyushu

⚫外国企業と九州企業の協業・連携、さらには九州への対日投資に繋げていくことを目的に、在日外
資系企業、駐日外国公館、外国政府関係機関等を対象とする「インダストリアルツアー」を実施。

⚫九州南部（宮崎・鹿児島）において、九州の主要産業の一つである食品関連企業にスポットをあて、
脱炭素化など環境に配慮した事業活動に取り組む企業の現地視察を実施。当日は11カ国・地域の
16名が参加。活発な質疑応答・意見交換が行われた。

⚫参加者からは「自国企業が日本を訪問する際の視察先として紹介したい」、「ツアーで得られた情
報を自国の企業に提供し、今後日本の企業と自国企業とのビジネス連携に繋げたい」という意見が
出された。

⚫ インダストリアルツアー in Kyushu2025

 時期：2025年2月13日（木）

       場所：宮崎県、鹿児島県

       主催：九州経済国際化推進機構、（一社）九州経済連合会、九州経済産業局 他

       対象：在日外資系企業、駐日外国公館、外国政府等関係機関 他

 概要：海外企業との協業・連携を志向する、脱炭素化など環境に配慮した事業活動に取り組む食品関連企業等を訪問し、現地視
察や意見交換等を実施。

（企業等からの説明） （ 甘酒づくりを体験する参加者）（黒酢の製法説明を受ける参加者） （参加者との意見交換の様子）




